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写真上は、記者会見

する左から杉浦正男、

松本五郎、菱谷良一、

水谷安子の各氏。一

段は左から横路孝弘、

仁比聡平、森ゆうこ

国会議員。

国会請願署名20万4000余筆を提出
犠牲者が″共謀罪〃に怒りの記者会見
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憲
法
違
反
の
共
謀
罪
法
案
を
衆
院
法
務
委
員
会
で
強
行
採
決
（
５
月
四
日
）

直
後
の
羽
日
、
第
“
回
目
の
国
会
請
願
を
お
こ
な
い
、
全
国
か
ら
１
８
０
人
が

参
加
。
加
万
４
０
０
０
余
筆
の
請
願
署
名
を
持
っ
て
５
０
０
入
超
の
衆
・
参
両

院
議
員
事
務
所
を
訪
問
し
要
請
し
ま
し
た
。

集
会
で
は
犠
牲
者
の
杉
浦
正
男
（
１
０
２
歳
）
、
松
本
五
郎
（
叱
歳
）
、
菱

谷
良
一
（
妬
歳
）
、
水
谷
安
子
（
１
０
３
歳
）
の
４
氏
が
あ
い
さ
つ
。
民
進
党

の
横
路
孝
弘
衆
院
議
員
、
日
本
共
産
党
の
仁
比
聡
平
、
自
由
党
の
森
ゆ
う
こ
両

参
院
議
員
が
駆
け
つ
け
、
激
励
の
あ
い
さ
つ
を
受
け
ま
し
た
。

犠
牲
者
４
氏
は
国
会
内
で
怒
り
の
記
者
会
見
を
開
き
、
報
道
陣
に
「
戦
時
中

の
突
然
逮
捕
や
獄
中
の
経
験
」
を
述
べ
、
「
何
と
し
て
も
共
謀
罪
を
廃
案
に
し

た
い
」
と
力
を
込
め
て
訴
え
ま
し
た
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ
ビ
、
同
ラ
ジ
オ
は
一
三
－

ス
番
組
で
紹
介
、
東
京
・
赤
旗
な
ど
が
写
真
入
り
で
大
き
く
報
道
し
ま
し
た
。

第
詔
回
全
国
大
会
（
６
月
８
～
９
日
）
で
は
、
「
共
謀
罪
を
参
院
で
廃
案
め

ざ
し
全
力
を
あ
げ
よ
う
」
「
憲
法
施
行
加
年
、
安
倍
首
相
の
憲
法
９
条
改
悪
を

阻
止
し
よ
う
」
「
２
０
１
８
年
創
立
即
周
年
を
２
万
人
の
同
盟
建
設
で
意
気
高

く
迎
え
よ
う
」
の
３
本
の
特
別
決
議
を
採
択
し
ま
し
た
。
〃
ふ
た
た
び
戦
争
と

暗
黒
政
治
を
許
す
な
″
国
民
の
期
待
に
応
え
る
強
固
な
同
盟
を
建
設
し
よ
う
で

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

主な 記 事；一
共
謀
罪
」
衆
院
で
採
決
強
行
増
本
会
長
の
抗
議
談
話
を
官
邸
に
送
付
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民
進
・
共
産
・
自
由
党
９
議
員
が
激
励
に

国
会
請
願
に
全
国
か
ら
１
８
０
人
が
参
加

垂
東
京
都
議
会
議
員
選
挙
は
、
６
月
勢
方
の
躍
進
で
暴
走
を
続
障
》
黛

蕊
日
告
示
、
７
月
２
日
投
開
票
で
安
倍
政
権
に
ノ
ー
の
審
判
を
下
す
》

一
行
わ
れ
ま
す
。
築
地
移
転
問
題
、
絶
好
の
機
会
で
あ
り
、
衆
議
院
選
皿

唖
都
民
の
暮
ら
し
に
と
っ
て
重
要
な
挙
で
の
躍
進
に
つ
な
が
る
全
国
的
唖

一
選
挙
に
な
っ
て
い
ま
す
。
前
回
の
意
義
を
も
っ
て
い
ま
す
。
一

一
都
議
選
で
日
本
共
産
党
な
ど
民
主
全
国
の
同
盟
員
の
皆
さ
ん
、
東
唖

華
勢
力
の
前
進
が
、
市
民
と
野
党
の
京
の
知
人
、
友
人
に
働
き
か
け
恵

甚
〈
同
を
実
現
し
、
参
議
院
選
挙
で
い
た
だ
く
よ
う
物
心
両
面
で
の
ご
》

お
前
進
を
か
ち
と
り
ま
し
た
。
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。
垂

一
今
回
の
都
議
選
は
、
憲
法
を
守
東
京
都
本
部
会
長
吉
田
万
一
二

夕
■
■
■
■
■
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■
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■
●
■
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旬
■
■
■
■
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■
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■
■
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⑧
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■
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］
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第 衆22は央同償国犠維
一議日5本盟要家牲持治
議院、月部中求賠者法安

員
会
館
大
会
議
室
で
国
会
請
願
出
発
集

会
を
開
催
・
妬
都
道
府
県
か
ら
１
８
０

人
が
、
請
願
署
名
加
万
４
０
０
０
余
筆

を
も
っ
て
参
加
し
ま
し
た
。

矢
島
恒
夫
副
会
長
の
司
会
で
開
会
。

増
本
一
彦
会
長
が
挨
拶
し
た
後
、
治
安

維
持
法
犠
牲
者
の
杉
浦
正
男
さ
ん
（
１

０
２
歳
、
千
葉
県
）
、
松
本
五
郎
さ
ん

（
卵
歳
、
北
海
道
）
、
菱
谷
良
一
さ
ん

（
妬
歳
、
同
）
、
水
谷
安
子
さ
ん
（
１

０
３
歳
・
神
奈
川
県
）
の
み
な
さ
ん
が
、

｜
燕
に
彫
洲
柳
棚
》

治
安
維
持
法
に
よ
る
弾
圧
の
実
態
を
告

発
し
ま
し
た
。

激
励
に
駆
け
付
け
た
民
進
党
の
横
路

孝
弘
衆
議
院
議
員
は
、
冒
頭
、
母
親
が

野
呂
栄
太
郎
の
妹
で
あ
る
こ
と
を
紹
介
、

野
呂
は
治
安
維
持
法
で
投
獄
さ
れ
、
１

９
３
４
年
獄
死
。
雪
時
の
拾
局
課
長
・

奥
野
誠
亮
は
戦
後
、
法
務
大
臣
や
文
部

大
臣
に
就
任
し
、
戦
前
・
戦
中
の
責
任

は
何
も
問
わ
れ
て
い
な
い
。
治
安
維
持

法
犠
牲
者
へ
の
謝
罪
と
賠
償
の
実
現
を
」

と
訴
え
ま
し
た
。

日
本
共
産
党
の
仁
比
聡
平
参
議
院
議

員
は
、
治
安
維
持
法
下
の
闘
い
の
伝
統

は
今
も
生
き
て
い
る
。
先
週
「
未
来
の

た
め
の
公
共
」
等
の
学
生
た
ち
が
共
謀

罪
を
許
す
な
と
１
万
人
で
国
会
を
包
囲

し
「
説
明
で
き
な
い
法
案
通
す
な
！
」

と
コ
ー
ル
。
「
共
謀
罪
を
必
ず
廃
案
に

追
い
込
も
う
」
と
力
説
し
ま
し
た
。

森
ゆ
う
こ
参
議
院
議
員
は
、
自
由
党

を
代
表
し
て
あ
い
さ
つ
に
来
ま
し
た
と

述
べ
、
「
か
つ
て
『
新
た
な
る
戦
前
』

と
い
う
こ
と
が
言
わ
れ
た
こ
と
が
あ
る

が
、
そ
ん
な
こ
と
を
許
し
て
は
な
ら
な

い
。
共
謀
罪
を
参
議
院
で
必
ず
阻
止
し

ま
し
ょ
う
」
と
決
意
表
明
し
ま
し
た
。

（
３
ぺ
ｌ
ジ
ヘ
つ
づ
く
）

ク
に
合
わ
せ
る
の
だ
と
。
加
計
学
園
・

獣
医
学
部
新
設
へ
の
付
度
疑
惑
。
そ

し
て
、
森
友
学
園
の
幼
稚
園
児
が
暗
唱

さ
せ
ら
れ
た
「
教
育
勅
語
」
の
光
景
だ

▼
１
８
９
０
（
明
治
銅
）
年
に
発
布
さ

れ
た
こ
の
旧
憲
法
下
の
教
育
方
針
は
、

敗
戦
後
の
網
（
昭
和
銅
）
年
に
失
効
確

認
の
国
会
決
議
が
さ
れ
た
「
亡
霊
」
の

は
ず
だ
。
戸
天
婦
僻
尽
＆
「
親
孝
行
」

の
徳
目
を
挙
げ
「
い
い
と
こ
ろ
が
あ
る
」

と
う
そ
ぷ
く
▼
筆
者
の
父
の
遺
品
に
、

昭
和
９
年
の
尋
常
小
学
校
高
等
科
の
卒

業
証
書
の
１
ペ
ー
ジ
に
「
教
育
勅
語
」

が
あ
っ
て
、
坊
主
頭
の
父
ら
が
整
列
し

て
い
る
。
二
且
緩
急
あ
れ
ば
一
身
を

皇
室
国
家
の
た
め
に
尽
く
せ
」
と
教
え

ら
れ
、
愛
国
少
年
た
ち
は
徴
兵
検
査
の

の
ち
戦
線
に
送
ら
れ
た
。
父
の
所
属
し

た
部
隊
は
南
方
の
地
で
全
滅
し
た
と
い

う
▼
憲
法
九
条
の
３
項
に
自
衛
隊
（
国

軍
）
を
明
記
す
る
改
憲
案
。
海
外
派
兵

し
再
び
他
国
を
侵
略
し
よ
う
と
た
く
ら

む
安
倍
首
相
よ
。
死
ん
で
い
っ
た
将
兵

の
怨
嵯
の
声
を
聴
き
な
さ
い
。
（
津
）

鰯肇
顎
が
外
れ
る
ほ
ど
の

驚
き
が
続
い
て
い
る
。

九
条
改
憲
も
共
謀
罪
の

強
行
採
決
も
２
０
２
０

年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

－2－

東
京
都
議
会
議
員
選
挙
へ
の
ご
支
援
を
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（
２
ぺ
ｌ
ジ
か
ら
つ
づ
く
）
み
な
さ
ん
と
家
族
の
み
な
さ
ん
、
そ
し

再
増
本
一
彦
会
長
あ
い
さ
つ
〕
（
要
旨
）
て
請
願
署
名
運
動
に
ご
協
力
く
だ
さ
っ

た
く
さ
ん
の
請
願
署
名
を
携
え
て
、
た
団
体
の
み
な
さ
ん
に
、
こ
の
場
を
借

参
加
さ
れ
た
各
地
の
代
表
の
み
な
さ
ん
、
り
て
、
心
か
ら
お
礼
を
申
し
あ
げ
ま
す
。

ご
苦
労
さ
ま
で
す
。
ま
た
全
国
各
地
で
今
日
に
備
え
て
健
康
を
維
持
さ
れ
て

治
安
維
持
法
犠
牲
者
に
対
す
る
国
の
謝
遠
く
北
海
道
か
ら
菱
谷
さ
ん
、
松
本
さ

罪
と
賠
償
を
求
め
る
国
会
請
願
署
名
を
ん
、
千
葉
県
か
ら
杉
浦
さ
ん
、
神
奈
川

集
め
る
活
動
に
ご
尽
力
さ
れ
た
会
員
の
県
か
ら
水
谷
さ
ん
が
参
加
し
て
く
だ
さ
っ

一

治
安
維
持
法
の
再
来
「
共
謀
罪
」
は
許
さ
れ
な
い

犠
牲
者
４
氏
が
記
者
会
見

同
盟
が
国
会
請
願
し
た
５
月
躯
は
戦
前
の
治
安
維
持
法
と
同
じ
出

日
、
治
安
維
持
法
で
弾
圧
、
投
獄
の
。
戦
争
へ
の
道
に
す
す
む
こ
ル

さ
れ
た
犠
牲
者
４
氏
が
高
齢
を
お
に
な
る
」
「
国
民
の
自
由
を
奪
い

し
て
初
め
て
国
会
内
で
記
者
会
見
も
の
の
言
え
な
い
時
代
が
来
る
」

露
I畢四

謀 弓前者のビテ社通新しし
罪共にを記局レ、信聞たま

、◎

は
戦
前
の
治
安
維
持
法
と
同
じ
も

の
。
戦
争
へ
の
道
に
す
す
む
こ
と

に
な
る
」
「
国
民
の
自
由
を
奪
い
、

も
の
の
言
え
な
い
時
代
が
来
る
」

と
警
告
し
ま
し
た
。

印
刷
労
働
者
だ
っ
た
杉
浦
正
男

さ
ん
（
１
０
２
歳
）
Ⅱ
千
葉
・
船

橋
市
Ⅱ
は
、
労
働
者
の
親
睦
会
を

解
散
し
な
か
っ
た
こ
と
で
投
獄
さ

れ
、
半
年
前
に
結
婚
し
た
妻
が
東

京
大
空
襲
で
爆
死
し
た
こ
と
を
獄

中
で
知
っ
た
。
「
共
謀
罪
の
制
定

は
端
緒
に
す
ぎ
な
い
、
絶
対
廃
案

に
す
べ
き
」
と
怒
り
ま
す
。

川
崎
市
の
水
谷
安
子
さ
ん
（
１

０
３
歳
）
は
、
富
山
女
子
師
範
学

校
で
社
会
科
学
書
を
所
持
し
た
こ

と
で
検
挙
さ
れ
、
学
校
も
退
学
。

「
治
安
維
持
法
で
そ
の
後
も
２
度

逮
捕
さ
れ
た
。
こ
ん
な
理
不
尽
な

こ
と
が
二
度
と
な
い
よ
う
に
」
と
。

北
海
道
旭
川
市
の
菱
谷
良
一
さ

ん
（
妬
歳
）
と
同
．
音
更
町
の
松

本
五
郎
さ
ん
（
卵
歳
）
は
、
旭
川

師
範
学
校
５
年
生
の
時
、
美
術
部

で
生
活
を
リ
ア
ル
に
描
く
「
生
活

図
画
」
教
育
を
う
け
た
こ
と
が
危

険
思
想
だ
と
し
て
共
に
逮
捕
さ
れ
、

刑
務
所
に
長
期
拘
留
。
「
共
謀
罪

は
姿
、
名
前
を
変
え
た
治
安
維
持

法
」
（
菱
谷
）
、
「
密
告
・
身
辺
調
査

が
お
こ
な
わ
れ
、
内
心
の
自
由
を

奪
わ
れ
た
」
（
松
本
）
と
警
鐘
を

鳴
ら
し
ま
し
た
。
（
写
真
は
◇
松

本
氏
の
逮
捕
理
由
と
な
っ
た
油
絵
）

て
お
り
ま
す
。
お
三
人
さ
ん
は
、
創
立

卵
周
年
記
念
映
画
『
種
ま
く
人
び
と
』

の
主
演
者
で
あ
り
、
２
０
１
７
年
の
ア

カ
デ
ミ
ー
賞
に
ノ
ミ
ネ
ー
ト
さ
れ
て
も

よ
い
方
た
ち
で
す
。
今
日
は
、
午
後
、

犠
牲
者
の
立
場
か
ら
「
共
謀
罪
の
強
行

採
決
に
抗
議
し
、
反
対
す
る
」
記
者
会

見
も
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

さ
て
、
今
回
、
国
会
に
提
出
す
る
署

名
運
動
は
、
各
地
で
昨
年
実
績
か
ら
見

て
も
後
れ
が
あ
っ
て
、
た
い
へ
ん
苦
戦

し
ま
し
た
。
昨
年
は
夏
に
参
議
院
選
挙

が
あ
っ
て
出
足
が
後
れ
ま
し
た
。
ま
た

戦
争
法
廃
止
・
集
団
的
自
衛
権
行
使
容

認
閣
議
決
定
撤
回
の
運
動
が
あ
り
、
衆

議
院
選
挙
を
に
ら
ん
だ
市
民
と
野
党
の

共
同
の
推
進
の
活
動
が
あ
り
、
今
年
に

入
る
と
共
謀
罪
粉
砕
の
運
動
が
あ
っ
て
、

こ
れ
ら
の
運
動
と
調
罪
抄
賠
償
要
求
」

署
名
運
動
と
を
結
び
つ
け
て
展
開
す
る

と
い
う
方
針
が
十
分
に
貫
徹
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。
最
終
盤
ま
で
、
中
央
本
部

と
各
都
道
府
県
が
協
力
し
て
奮
闘
し
ま

し
た
。
心
か
ら
敬
意
を
表
し
ま
す
。

共
謀
罪
の
国
会
情
勢
は
、
ご
承
知
の

と
お
り
で
す
。
５
月
四
日
付
で
「
強
行

採
決
に
断
固
抗
議
す
る
」
会
長
声
明
を

出
し
ま
し
た
。
こ
の
法
案
は
少
な
く
と

も
法
務
委
員
会
に
差
し
戻
し
て
徹
底
審

議
を
行
う
べ
き
な
の
で
す
。

同
盟
中
央
本
部
は
、
共
謀
罪
粉
砕
の

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
出
し
、
『
種
ま
く
人

び
と
』
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
制
作
し
て
普
及
に

取
り
組
み
、
各
地
で
学
習
宣
伝
活
動
を

展
開
し
ま
し
た
。
（
４
ペ
ー
ジ
へ
つ
づ
く
）
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（
３
ぺ
ｌ
ジ
か
ら
の
つ
づ
き
）
が
、
拷
問
、
虐
殺
、
獄
死
、
性
的
暴
力
な
ど
第
２
は
、
治
安
維
持
法
犠
牲
者
等
が

「
不
屈
」
５
月
号
で
発
表
し
た
、
第
を
と
も
な
っ
た
権
力
犯
罪
の
告
発
と
結
生
命
を
賭
し
て
侵
略
戦
争
に
反
対
し
平

詔
回
大
会
議
案
書
で
は
、
同
盟
創
立
釦
び
つ
い
て
い
る
こ
と
、
し
か
も
犠
牲
者
和
と
民
主
主
義
の
た
め
に
闘
い
抵
抗
し

周
年
を
迎
え
、
犠
牲
者
の
次
世
代
で
あ
の
一
括
救
済
を
求
め
た
「
治
安
維
持
法
た
歴
史
の
成
果
で
あ
る
両
性
の
平
等
に

る
私
た
ち
同
盟
が
担
う
べ
き
２
つ
の
任
犠
牲
者
等
国
家
賠
償
特
別
造
仮
称
）
も
と
づ
く
国
民
主
権
主
義
、
戦
争
の
放

務
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。
の
制
定
要
求
が
歴
史
的
に
も
画
期
的
な
棄
と
国
際
平
和
主
義
、
基
本
的
人
権
尊

第
１
は
、
治
安
維
持
法
等
犠
牲
者
で
人
権
闘
争
で
あ
る
こ
と
、
私
た
ち
次
世
重
主
義
を
柱
と
す
る
憲
法
を
守
り
発
展

あ
る
先
達
た
ち
が
切
り
開
い
た
「
犠
牲
代
は
こ
の
歴
史
的
で
画
期
的
な
人
権
闘
さ
せ
る
た
め
に
、
創
造
的
な
運
動
を
構

者
に
対
す
る
謝
罪
と
賠
償
要
求
」
運
動
争
を
受
け
継
ぎ
発
展
さ
せ
る
こ
と
で
す
。
築
す
る
こ
と
で
す
。

霧'ⅢⅢⅡⅡIllⅡⅡⅢIIⅡⅢⅢ'1Ⅲ'ⅢⅢⅢⅢ'''Ⅲ'''Ⅲ'ⅢⅡⅢⅢIIⅢⅢ'ⅢⅢIⅢⅡⅢ''’
るど期さて

琴挑ご言零塁査溌
て
い
る
。
掲
載

た
だ
け
で
、
反
論
川

さ
れ
る
の
は
会
共
謀
罪
に
し
が
み
つ
く
政
府
与
党
は
一
つ
も
な
か
耐

期
末
直
前
だ
。

弁
護
士
飯
田
美
弥
子
た
と
い
う
（
５
月
川Ⅲ

ど
う
な
っ
て
い

躯
日
付
同
氏
の
日
川

る
の
か
と
気
が
操
め
る
。
本
政
府
に
対
す
る
反
論
）
・

恥
言
口
共
洲
撒
榊
鮒
州
崎
州
崎
伽
雌
紬
Ｍ
州
州
ず
個
洲
剛
総
帥
恥
雌
湘
峨
帳
洲
州
Ⅷ
Ⅷ
》
駅
帥
触
脚
州
舶

糾
ｒ
多
言
を
要
し
な
い
だ
ろ
う
。
議
場
か
ら
退
場
し
た
日
本
代
表
団
が
思
い
出
さ
れ
る
。
川

溺
の
鮮
綜
蝿
撫
嬢
繊
蝶
碩
同
じ
過
ち
を
繰
り
返
し
て
は
な
ら
な
い
。
Ⅲ

（
八
王
子
合
同
法
律
事
務
所
）
州

三
三
一
三
三
三
三
三
三
一
一
三
三
一
三
三
三
一
三
三
三
三
三
一
三
三
三
三
一
三
三
三
三
三
一
三
三
三
一
三
一
三
三
一
三
三
三
三
三
三
三
三
三
一
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
一
三
三
三
三
三
三
一
三
三
職

運
動
争
を
受
け
継
ぎ
発
展
さ
せ
る
こ
と
で
す
一
》
築
す
る
こ
と
で
す
締
一

三
二
三
三
三
三
三
三
一
三
一
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
一
三
一
三
三
一
三
一
三
三
三
一
三
三
三
一
三
一
三
三
三
三
三
三
三
三
一
三
三
議

こ
の
原
稿
を
書
い
て
い
論
も
硬
化
し
た
。

る
現
在
、
共
謀
罪
法
案
は
国
連
特
別
報
告
者
で
あ
る
ジ
ョ
セ
フ
・
ケ
ナ
タ
ッ
チ
川

既
に
衆
議
院
本
会
議
で
氏
か
ら
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
関
す
る
権
利
と
表
現
の
自
川

強
行
採
決
さ
れ
、
審
議
由
に
対
す
る
過
度
の
制
限
に
な
り
得
る
と
し
て
強
い
懸
州Ⅲ

の
場
は
参
議
院
に
移
っ
念
が
表
明
さ
れ
た
の
に
対
し
、
政
府
は
怒
り
を
表
明
し
川

国
会
請
願
行
動
は
、
こ
の
２
つ
の
任

務
の
実
践
で
す
。
同
盟
の
運
動
は
、
ま

さ
に
わ
が
国
近
現
代
史
の
総
括
に
深
く

か
か
わ
っ
て
い
ま
す
。
請
願
署
名
運
動

の
マ
ン
ネ
リ
ズ
ム
の
克
服
が
い
わ
れ
て

お
り
ま
す
が
、
ぜ
ひ
と
も
第
詔
回
全
国

大
会
議
案
の
討
議
を
深
め
て
く
だ
さ
る

よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

昨
年
の
国
会
請
願
で
は
、
通
常
国
会

と
秋
の
臨
時
国
会
を
含
め
紹
介
議
員
の

要
請
は
、
み
な
さ
ん
の
努
力
や
田
中
幹

夫
中
央
本
部
事
務
局
長
の
奮
闘
が
あ
っ

て
、
的
名
の
紹
介
議
員
を
得
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
お
名
前
は
『
治
安
維
持

法
と
現
代
』
２
０
１
７
年
春
季
号
に
掲

載
し
ま
し
た
。

今
年
は
さ
ら
に
紹
介
議
員
の
数
を
増

や
し
て
、
こ
れ
ら
の
紹
介
議
員
の
み
な

さ
ん
の
ご
意
見
を
伺
い
つ
つ
「
国
家
賠

償
法
案
の
要
綱
」
を
作
成
す
る
よ
う
に

し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

激
励
に
駆
け
つ
け
た

国
《
至
善
員
の
み
な
さ
ん

日
本
共
産
党
衆
議
院
議
員
畠
山
和
也
、

同
梅
村
さ
え
こ
、
同
畑
野
君
枝
、
同
本

村
伸
子
、
同
清
水
忠
史
の
各
氏
。

日
本
共
産
党
参
議
院
議
員
山
添
拓
氏
。
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織
田
秀
雄
は
１
９
０
８
（
明
治
雑
）

年
、
岩
手
県
胆
沢
郡
小
山
に
生
ま
れ
、

小
学
校
教
員
と
な
っ
た
。
「
忠
君
愛

国
甲
の
上
／
親
に
孝
行
甲
の
上
／
お

い
ら
を
だ
ま
す
通
信
簿
／
こ
ん
な
も

の
に
は
用
が
な
い
」
の
詩
や
童
謡
を

書
き
、
民
話
の
収
集
な
ど
土
着
の
文

化
を
大
切
に
し
た
文
学
者
で
あ
っ
た
。

全
国
農
民
芸
術
連
盟
の
支
部
を
結
成

し
た
こ
と
で
水
沢
署
に
留
置
さ
れ
、

教
員
を
退
職
し
た
。

１
９
３
１
年
に
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文

芸
団
体
「
岩
手
共
人
会
」
を
つ
く
る

と
、
こ
れ
が
「
岩
手
共
産
党
」
の
結

…
||||||||探訪

雛
胤
鳴
聯
靴
蔚
蔦

プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
芸
団
体
「
岩
手

共
人
会
」
つ
く
っ
た
織
田
秀
雄

』
党
」
の
結

成
と
で
っ

ち
あ
げ
ら

れ
、
翌
年
、

多
数
の
文

学
仲
間
と

と
も
に
治

安
維
持
法

違
反
で
検

挙
さ
れ
、

投
獄
２
年
の
刑
を
受
け
た
。
地
元
で

は
「
明
治
の
啄
木
、
大
正
の
賢
治
、

昭
和
の
秀
雄
」
と
評
す
る
人
も
あ
っ

た
が
、
治
安
維
持
法
違
反
の
そ
し
り

を
う
け
た
ま
ま
１
９
４
２
年
、
貧
困

と
病
気
が
も
と
で
逝
く
。
拠
歳
。

１
９
７
０
年
代
か
ら
顕
彰
運
動
が

起
こ
り
、
顕
彰
す
る
会
が
結
成
さ
れ
、

地
元
に
あ
っ
た
治
安
維
持
法
の
偏
見

を
払
し
ょ
く
し
て
、
２
０
０
８
年
廻

月
加
日
の
生
誕
１
０
０
周
年
に
生
地

の
地
域
交
流
館
公
園
に
顕
彰
碑
が
建

立
さ
れ
た
。

除
幕
式
に
は
地
元
住
民
を
中
心
に

卯
人
を
超
え
る
参
加
者
が
あ
っ
た
。

碑
の
表
に
織
田
秀
雄
作
「
百
姓
人
形
」

の
詩
、
裏
に
経
歴
と
「
８
０
０
余
名

の
協
力
金
に
よ
る
」
と
刻
む
。

い
ま
は
織
田
秀
雄
を
テ
ー
マ
に
し

た
奥
州
市
民
劇
が
上
演
さ
れ
る
な
ど

広
く
顕
彰
活
動
が
行
わ
れ
て
い
る
。

（
織
田
秀
雄
を
顕
彰
す
る
会
事
務
局
・

同
盟
胆
江
支
部
長
宍
戸
書
雄
）

同
盟
滋
賀
県
本
部
女
性
部
は
４
月
胆

日
、
「
反
戦
僧
侶
、
竹
中
彰
元
を
訪
ね

る
ワ
ン
デ
ー
ッ
ア
ー
」
を
開
催
。
大
津
、

草
津
、
湖
北
の
各
地
か
ら
犯
人
が
参
加
。

明
泉
寺
正
門
横
に
、
「
戦
争
は
罪
悪
で

あ
る
竹
中
彰
元
師
の
寺
」
の
石
碑
。

明
泉
寺
第
灯
代
住
職
真
昭
さ
ん
は
、
彰

元
が
「
兵
犬
無
用
」
、
「
四
海
兄
弟
」
、

「
俄
悔
」
と
、
日
中
戦
争
期
に
説
い
て

罪
に
問
わ
れ
、
、
年
後
に
よ
う
や
く
復

権
、
顕
彰
さ
れ
た
と
振
り
返
り
、
共
謀

え
べ
（
－
９
条
の
会
は
４
月
正
日
総

会
を
開
催
。
宮
田
汎
同
盟
道
本
部
会
長

が
「
日
本
国
憲
法
を
つ
く
っ
た
江
別
ゆ

か
り
の
人
び
と
」
を
講
演
、
た
た
か
い

と
抵
抗
の
皿
人
に
つ
い
て
語
る
。
島
田

マ
ツ
（
旧
姓
高
山
、
１
９
０
６
１
？
）
。

竹
中
彰
元
を
訪
ね
る
旅

憲
法
を
つ
く
っ
た
江
別
の
人

罪
反
対
の
い
ま
こ

そ
、
彰
元
を
思
い

出
し
て
ほ
し
い
と

語
亙
（
「
不
屈

滋
賀
版
２
０
１
７

年
５
月
号
）

江
別
生
ま
れ
。
札
幌
逓
信
局
事
務
宮
尾

全
協
労
組
婦
人
部
。
『
女
人
芸
術
』
読

者
会
組
織
。
１
９
３
０
年
廻
月
１
日
、

全
協
弾
圧
で
検
挙
。
樋
口
鶴
雄
（
１
９

１
０
１
１
９
３
３
）
・
札
幌
逓
信
局
通

信
事
務
員
。
全
協
労
組
札
幌
地
区
協
議

会
委
員
長
。
１
９
３
３
年
４
月
４
日
検

挙
、
９
月
８
日
虐
殺
。
（
「
不
屈
」
北

海
道
版
２
０
１
７
年
５
月
号
）

「
共
謀
罪
」
反
対
緊
急
国
会
行

動
で
ス
ピ
ー
チ
す
る
、
吉
田
万

三
都
本
部
会
長

同
盟
都
本
部
は
、
共
謀
罪
反
対
国
会

前
緊
全
崖
蚕
云
に
５
月
Ⅳ
日
、
三
役
会
議

後
、
同
盟
の
ゼ
ッ
ケ
ン
、
の
ぼ
り
旗
を
た

て
て
参
加
。
吉
田
万
三
会
長
が
「
共
謀
罪

は
憲
法
が
保
障
す
る
内
心
の
自
由
を
奪

う
現
代
版
治
安
維
持
法
。
廃
案
以
外
に

I簿

曝
露

轡
批
予
．
、

亀・
守

殿
昌廷皇

な
い
」

と
ｐ
Ｔ

チ
。「

良
い

お
話
を

有
難

－
フ
」
の

激
励
を

受
け
ま

し
た
。
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１
９
３
８
（
昭
和
皿
）
年
加
月
４

日
、
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
医
師
・
末
永
敏

事
は
時
の
戦
争
国
家
・
日
本
に
対
し

て
不
服
従
の
意
思
を
通
告
し
た
。
副

歳
の
信
念
の
人
は
逮
捕
さ
れ
投
獄
さ

れ
た
。
そ
し
て
外
見
的
に
は
不
遇
の
、

し
か
し
神
の
前
に
義
と
し
た
人
と
し

し
ょ
う
よ
う

て
彼
は
銘
歳
の
生
涯
を
従
容
と
し
て

終
え
た
。
こ
の
一
途
な
生
き
方
は
彼

の
残
さ
れ
た
数
少
な
い
文
章
の
中
で

鮮
明
に
表
明
さ
れ
て
い
た
。

「
た
え
ざ
る
進
歩
の
信
仰
生
涯
に

あ
り
て
は
、
其
の
臨
終
が
其
の
人
の

結
論
で
あ
る
事
、
文
章
の
結
論
に
於

け
る
が
如
し
…
…
。
然
し
な
が
ら
、

又
、
人
の
生
涯
は
津
然
た
る
一
天
地

を
為
す
事
、
一
群
の
山
獄
の
如
く
、

其
の
人
の
神
の
光
に
照
ら
さ
れ
て
感

じ
、
恩
ひ
、
言
ひ
且
つ
行
っ
た
所
が

即
ち
山
獄
の
雲
上
に
誉
え
て
天
を
摩

す
る
所
、
此
が
其
の
人
の
最
高
、
最

前
、
最
大
の
所
で
あ
っ
て
、
真
正
の

権
力
に
一
人
で
立
ち

向
か
っ
た
信
念
の
人

末
永
敏
事

意
味
に
於
て
其
人
の
エ
ッ
セ
ン
ス

其
人
の
結
論
に
却
っ
て
此
所
に
在
る

と
い
ふ
べ
き
で
あ
る
」
（
『
無
教
会
」

第
廻
号
・
１
９
３
２
年
４
月
）

末
永
は
１
８
８
７
年
４
月
過
日
、

あ
の
「
天
草
・
島
原
の
乱
」
の
地
・

島
原
半
島
の
北
有
馬
村
（
現
・
南
島

原
市
北
有
馬
町
）
で
代
々
医
を
業
と

す
る
家
に
生
ま
れ
育
っ
た
。
尋
常
小

学
校
を
出
て
上
京
、
青
山
学
院
中
等

科
で
学
び
、
キ
リ
ス
ト
教
の
影
響
を

受
け
る
。

帰
郷
し
て
長
崎
医
学
専
門
学
校

（
現
・
長
崎
大
学
医
学
部
）
卒
業
後
、

植
民
地
・
台
湾
で
病
院
に
勤
務
。
そ

し
て
渡
米
し
シ
カ
ゴ
大
学
、
シ
ン
シ

ナ
テ
ィ
大
学
で
研
究
生
活
を
送
る
。

世
紀
の
難
病
・
結
核
の
研
究
で
は
当

時
の
第
一
線
に
い
た
と
い
わ
れ
る
。

帰
国
後
、
故
郷
で
医
院
を
開
業
。

そ
し
て
茨
城
県
の
白
十
字
会
保
養
農

園
に
勤
務
中
、
前
出
の
「
不
服
従
宣

言
」
と
な
る

『
特
高
月
報
』
で
は
、
彼
の
発
言

は
次
の
と
お
り
。
「
…
弦
に
拙
者
が

反
戦
主
義
者
な
る
事
、
及
び
軍
務
を

拒
絶
す
る
旨
通
告
す
る
」
（
１
９
３

８
年
如
月
分
）
さ
ら
に
翌
年
１
月
分

に
は
進
行
中
の
日
中
戦
争
に
つ
い
て

「
日
支
事
変
は
…
…
日
本
か
ら
仕
掛

け
た
侵
略
戦
争
で
あ
る
。
…
…
東
洋

平
和
の
為
で
あ
る
と
云
ふ
て
居
る
が

事
実
は
侵
略
戦
争
で
あ
る
。
…
…
小

生
、
軍
備
全
廃
論
者
な
る
が
故
に
陸

海
軍
入
団
と
関
係
あ
る
こ
と
を
酷
し

る
し
く
嫌
ふ
。
次
に
民
主
主
義
者
な

る
が
故
に
特
権
階
級
、
例
令
ば
皇
室
、

貴
族
、
富
豪
等
と
の
関
係
あ
る
を
拒

否
す
る
」

ひ

つ
い
に
彼
は
陸
軍
刑
法
の
造
言
輩

一
｝語
の
罪
と
不
敬
罪
で
獄
に
つ
な
が
れ

国
賊
・
非
国
民
と
い
う
汚
名
を
着
せ

ら
れ
た
。
故
郷
で
も
話
題
に
す
る
の

も
輝
ら
れ
て
、
真
実
は
蔽
わ
れ
た
ま

ま
加
年
の
年
月
が
流
れ
て
い
っ
た
。

し
か
し
神
は
敏
事
を
再
び
蘇
ら
せ

た
。
２
０
１
４
年
、
末
永
家
の
集
ま

り
で
家
系
図
を
前
に
「
敏
事
は
戦
争

反
対
の
た
め
に
獄
死
し
た
ら
し
い
」

と
の
話
が
出
た
。
そ
れ
か
ら
遺
族
や

左
か
同
盟
中
央
本
部
藤
田
鹿
登
氏
の

弛
ま
ぬ
調
査
で
翌
年
、
上
述
の
真
相

が
判
明
し
た
。
さ
ら
に
、
こ
の
事
実

は
地
元
の
長
崎
新
聞
社
も
動
か
し
、

蝿
年
６
月
か
ら
沼
回
に
及
ぶ
長
期
連

載
「
反
戦
主
義
者
な
る
こ
と
通
告
申

し
上
げ
ま
す
」
が
実
現
し
た
。

犠
牲
者
の
大
部
分
は
孤
独
の
中
で

命
を
落
と
し
、
光
を
当
て
ら
れ
る
こ

と
も
な
か
っ
た
。
敏
事
は
埋
も
れ
た

ま
ま
、
忘
れ
去
ら
れ
て
し
ま
っ
た
無

数
の
人
た
ち
の
一
員
だ
。
そ
の
生
涯

は
今
も
断
片
し
か
分
か
ら
な
い
。
で

も
彼
は
確
か
に
生
き
て
い
た
。

名
も
な
く
消
え
て
い
っ
た
人
た
ち

が
ま
だ
い
る
。
敏
事
は
そ
れ
を
教
え

て
く
れ
た
。

今
、
彼
の
故
郷
を
流
れ
る
有
馬
川

の
河
畔
に
は
４
０
０
年
も
前
の
キ
リ

シ
タ
ン
弾
圧
を
忘
れ
ま
い
と
大
き
な

十
字
架
が
陽
光
を
浴
び
て
輝
い
て
い

る
。
そ
し
て
こ
の
同
じ
地
に
末
永
敏

事
を
讃
え
、
そ
し
て
わ
れ
わ
れ
彼
の

意
志
を
継
ぐ
者
を
励
ま
す
た
め
の
記

念
碑
が
建
つ
日
も
そ
う
遠
く
は
な
い

で
あ
ろ
う
。

（
力
武
晴
紀
長
崎
県
事
務
局
長
）
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短
歌
碓
田
の
ぼ
る
選
俳
句
望
月
た
け
し
選

ね
ぎ
ら

五
○
年
党
員
労
う
つ
ど
い
に
て
思
い
語
り
て
涙
止
ま
ら
ず
メ
ー
デ
ー
の
列
辺
野
古
へ
も
伸
び
て
行
く

兵
庫
県
岸
本
守
埼
玉
県
小
池
荘
八

し
と
し
と
と
雨
降
る
中
を
田
植
え
機
は
苗
植
え
な
が
ら
音
引
爽
や
か
に
少
女
の
声
と
議
事
堂
へ

き
て
ゆ
く
岩
手
県
小
杉
正
夫

神
奈
川
県
天
野
三
葉
子

母
の
日
の
間
近
く
な
り
し
ひ
と
と
き
を
か
あ
さ
ん
料
理
し
き
メ
ー
デ
ー
や
あ
ま
た
天
衝
く
声
声
声三
重
県
橋
本
し
げ
る

り
に
恋
し

今
は
亡
き
母
の
短
歌
に
目
を
遣
齢
鵬
す
ふ
剛
融
諦
春
の
海
抗
議
も
強
行
ア
ベ
倒
せ

や

兵
庫
県
岸
本
守

す
埼
玉
県
福
家
駿
吉
畦
草
も
き
れ
い
に
刈
ら
れ
代
掻
き
へ

高
浜
の
原
発
止
め
よ
の
行
進
に
我
も
杖
つ
き
百
歩
の
抗
議
鳥
取
県
大
久
保
穏
吉

福
井
県
元
山
章
一
郎
〈
評
〉
小
池
氏
、
沖
縄
連
帯
の
日
常
化
、
さ
ら
に
強
め

原
水
禁
平
和
大
行
進
が
近
づ
き
ぬ
百
メ
ー
ト
ル
で
も
付
き
歩
ょ
う
。
天
野
氏
、
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
の
若
い
女
性

き
た
し
大
分
県
渡
遥
幹
生
に
声
、
力
に
な
っ
て
い
る
。
岸
本
氏
、
立
憲
主
義
を

秘
密
保
護
法
・
戦
争
法
制
・
共
謀
罪
こ
れ
ぞ
治
安
維
持
法
の
壊
す
政
権
、
打
倒
し
か
な
い
。

全
き
再
来
岐
阜
県
田
中
良
川
柳
鈴
木
い
さ
お
選

岩
国
で
は
ミ
サ
イ
ル
避
難
の
問
い
合
わ
せ
戦
時
空
襲
の
悪
夢
反
戦
を
根
こ
そ
ぎ
食
べ
る
共
謀
罪

思
わ
す
鳥
取
県
大
久
保
搭
苦
大
阪
府
大
和
峯
二

七
十
年
親
し
ん
で
き
た
憲
法
を
勝
手
に
変
え
る
と
総
理
の
濡
〈
評
〉
強
行
採
決
に
対
す
る
抗
議
の
句
で
溢
れ
た
今
月
で
し

岐
阜
県
和
田
昌
二
一
た
。
何
と
し
て
も
廃
案
に
し
た
い
も
の
で
す
。

り復
興
相
な
ん
で
こ
ん
な
人
物
ば
か
り
と
怒
り
を
越
え
て
あ
き
共
謀
罪
先
祖
返
り
の
夢
を
追
う

宮
城
県
根
本
京
子

れ
果
て
て
る
島
根
県
小
玉
信
恵
共
謀
罪
自
公
日
増
し
に
狂
暴
化

〈
選
の
あ
と
に
〉
岸
本
守
作
品
は
、
万
感
胸
に
迫
る
思
い
を

鳥
取
県
大
久
保
機
吉

よ
く
表
現
し
て
い
る
。
小
杉
正
夫
作
品
、
雨
の
日
に
田
植
え
共
謀
罪
知
れ
ば
知
る
ほ
ど
怖
く
な
る

す
る
人
の
姿
を
言
外
に
う
た
う
。
江
川
佐
一
作
品
の
「
か
あ
大
阪
府
佐
々
木
雅
博

さ
ん
」
は
、
亡
き
妻
で
あ
ろ
う
か
。
三
首
い
ず
れ
も
心
に
秘
共
謀
罪
風
の
音
に
も
ハ
ツ
と
す
る

み
る
も
の
を
も
つ
。

埼
玉
県
福
家
駿
吉

「
共
謀
罪
」
反
対
の
独
自
ビ

ラ
で
駅
頭
宣
伝埼
玉
県
本
部

同
盟
埼
玉
県
本
部
は
、
安
倍
内
閣
の

「
共
謀
罪
」
導
入
の
た
く
ら
み
に
、
法

案
提
出
前
と
審
議
開
始
に
合
わ
せ
独
自

の
ビ
ラ
－
０
０
０
枚
を
作
り
、
埼
玉
秘

密
法
廃
止
連
絡
会
と
共
同
で
各
団
体
か

ら
ｎ
名
が
参
加
し
浦
和
駅
で
宣
伝
し
ま

し
た
。
ビ
ラ
の
内
容
は
毎
購
堤
吐
喬
○
！
、

再
び
も
の
言
え
ぬ
社
会
に
…
…
？
」

共
謀
罪
反
対
の
各
界
の
意
見
を
紹
介
。

ビ
ラ
は
４
０
０
枚
が
う
け
と
ら
れ
県

民
の
関
心
の
高
さ
を
示
し
ま
し
た
。

..~~~~．~……~~~~~~~~~~~…~…~~~.~~~~~~~~~~~~~~~~………鷺i
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治
安
維
持
法
か
、
当
時
季
ど
の
よ
う

な
時
代
に
制
定
さ
れ
、
ど
の
よ
う
な

犠
牲
者
の
証
言
で
恐
ろ
し
さ
を

認
識
闘
い
を
引
き
継
ぎ
た
い

|鰯雲巽篭溌驚
一一一画巳一一

意
味
を

持
っ
た

の
か
、

犠
牲
者

の
方
の

証
言
も

踏
ま
え

て
と
て

５
月
賑
日
米
軍
キ
ャ
ン
プ
↑
》
シ
ュ

ワ
ブ
の
ゲ
ー
ト
前
で
「
辺
野
古
新
基
地

建
設
阻
止
『
Ｋ
且
蓉
序
工
事
を
止
め
ろ
』

環
境
破
壊
を
許
さ
な
い
県
民
集
会
」
が

開
催
さ
れ
た
。
主
催
は
、
「
辺
野
古
新

基
地
を
造
ら
せ
な
い
オ
ー
ル
沖
縄
会
議
」

２
０
０
０
人
が
参
加
し
た
。

沖
縄
県
民
の
意
思
を
無
視
し
、
岩
礁

破
砕
許
可
の
期
限
が
切
れ
た
４
月
以
降

も
工
事
を
進
め
る
政
府
の
姿
勢
に
怒
り

の
声
を
上
げ
た
。

玉
城
愛
オ
ー
ル
沖
縄
会
議
共
同
代
表

は
「
表
面
で
起
き
て
い
る
こ
と
だ
け
で

辺
野
古
阻
止
一
諦
め
な
ど
県
民
集
会

｜
・
逗
・
）
よ
く
喬
左
カ
ラ
言
内
容
て
し
た

私
は
こ
れ
ま
で
、
治
安
維
持
法
の

犠
牲
者
の
方
の
話
を
聞
く
機
会
が
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
組
合
運
動
や

絵
を
描
く
だ
け
で
逮
捕
・
検
挙
さ
れ

る
な
ど
、
私
た
ち
の
身
近
に
あ
る
活

動
が
取
り
締
ま
り
の
対
象
に
な
る
実

態
を
み
て
、
治
安
維
持
法
の
具
体
的

な
恐
ろ
し
さ
を
初
め
て
認
識
し
ま
し

た
。
犠
牲
者
と
国
民
に
大
き
な
傷
を

残
し
た
治
安
維
持
法
を
、
政
府
が
悪

法
だ
っ
た
と
認
め
、
謝
罪
・
賠
償
を

行
う
こ
と
は
火
急
な
課
題
だ
と
改
め

は
な
く
、
歴
史
の
文
脈
で
沖
縄
が
ど
う

置
か
れ
て
き
た
か
、
県
民
、
国
民
が
一

緒
に
考
え
る
べ
き
だ
。
知
事
と
名
護
市

長
を
支
え
な
が
ら
頑
張
っ
て
い
こ
う
」

と
訴
え
た
。

｜
事
務
局
日
誌
一

５
月
３
日
平
和
と
い
の
ち
人
権
を
！

憲
法
集
会

５
月
帽
日
「
平
和
の
権
利
」
実
行
委

亘
員
今
云

５
月
旧
日
各
党
へ
国
会
請
願
へ
の
挨

拶
要
請

同
日
国
際
人
権
活
動
日
本
委
員

会
代
表
者
会
議

５
月
的
日
会
計
監
査

て
感
じ
ま
し
た

ま
た
、
権
力
が
ど
ん
な
に
自
由
や

民
主
主
義
を
抑
圧
し
よ
う
と
も
「
種

火
は
残
っ
た
」
と
語
っ
て
い
た
こ
と

が
印
象
的
で
し
た
。
今
、
安
倍
政
権

が
戦
争
す
る
国
づ
く
り
を
す
す
め
、

共
謀
罪
法
案
の
成
立
も
狙
っ
て
い
ま

す
が
、
こ
う
し
た
逆
流
に
立
ち
向
か
っ

て
、
自
由
と
民
主
主
義
を
求
め
て
闘
っ

て
こ
ら
れ
た
先
達
の
意
思
を
ひ
き
継

い
で
い
く
こ
と
が
大
事
だ
と
思
い
ま

し
た
。
（
佐
々
木
平
・
民
主
青
年
同

盟
東
京
都
委
員
会
）

と 現代』…2017年春季号 好評発売中
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話。日本唯一の革新正義の詩吟の会。（実証・治安維持法下の弾圧）東北大学

一学生運動を中心に＝柳原敏昭。日本共産党第3回大会と米沢共産党事件＝後

藤太刀味。兵庫県における闘いと弾圧の歴史＝戸崎曽太郎。内山愚童の仏教社
会主義＝上山慧など。A5判定価1000円、申込みは中央本部・各削値府県本部へ。

治安維持法と現代を結ぶ運動理論誌企画・編集治安維持法犠牲者国家賠償要求同盟

－8－
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I

噌野笥軍

身幸一零

、

に
写真は、上段左から

横路孝弘、仁比聡平、

森ゆうこの各氏。

中段は集会であいさ

つする増本会長。

下段は、共謀法反対

で記者会見する治安

維持法犠牲者の4氏

ふたたび戦fと蝿敏治を餅すば

供識蕊砺諏誘
榊戯脚&撚獅1剛M瀬鞘賊譜j川幅13転身〆附：，

私
た
ち
は
み
な
さ
ま
に
ご
協
力
Ｖ
た
だ
き
ま
し
た
一
治
安
維
持
法
犠
牲
者

等
に
対
す
る
国
の
謝
罪
と
賠
償
」
を
求
め
る
国
会
請
願
署
名
加
万
４
千
余
筆

を
持
っ
て
５
月
翠
日
、
衆
参
両
院
議
員
事
務
所
を
訪
問
し
て
、
紹
介
議
員
を

お
引
き
受
け
い
た
だ
く
よ
う
要
請
行
動
を
行
い
ま
し
た
。

請
願
要
請
行
動
に
は
、
全
国
各
地
か
ら
１
８
０
人
の
代
表
が
参
集
し
ま
し

た
。
な
か
で
も
、
治
安
維
持
法
に
よ
る
弾
圧
犠
牲
者
で
あ
る
水
谷
安
子
（
１

０
３
歳
）
、
杉
浦
正
男
（
１
０
２
歳
）
、
松
本
五
郎
（
卵
歳
）
、
菱
谷
良
一

（
蛎
歳
）
の
各
氏
が
参
加
し
、
衆
議
院
法
務
委
員
会
で
強
行
採
決
さ
れ
た

「
共
謀
罪
」
法
案
に
反
対
す
る
記
者
会
見
を
国
会
内
で
行
い
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ

ビ
、
同
ラ
ジ
オ
を
は
じ
め
新
聞
な
ど
で
報
道
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
集
会
に
は
、
民
進
党
の
横
路
孝
弘
衆
議
院
議
員
、
日
本
共
産
党
の
仁

比
聡
平
参
議
院
議
員
、
自
由
党
の
森
ゆ
う
こ
参
議
院
議
員
等
が
参
加
し
、
熱

い
激
励
の
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

安
倍
暴
走
政
治
に
反
対
す
る
世
論
の
高
ま
り
と
野
党
と
市
民
の
共
同
の
前

進
す
る
政
治
情
勢
を
反
映
し
て
、
こ
れ
ま
で
に
な
く
充
実
し
た
行
動
と
な
り

ま
し
た
。

私
た
ち
の
運
動
は
、
戦
前
の
政
府
の
誤
り
を
認
め
、
謝
罪
す
る
ま
で
つ
づ

き
ま
す
。
彼
ら
先
達
た
ち
の
生
命
を
賭
し
て
侵
略
戦
争
に
反
対
し
平
和
と
民

主
主
義
、
働
く
者
の
く
ら
し
の
向
上
の
た
め
に
闘
い
抵
抗
し
た
歴
史
を
国
権

の
最
高
機
関
で
あ
る
国
会
が
正
当
に
評
価
す
る
こ
と
を
求
め
て
ま
い
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
み
な
さ
ま
各
位
の
い
っ
そ
う
の
ご
協
力
を
心
か
ら
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

署
名
へ
の
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

全
国
か
ら
１
８
０
人
の
代
表
。
別
万
４
千
余
筆
の
署
名
を
提
出

治
安
維
持
法
犠
牲
者
国
家
賠
償
要
求
同
盟
中
央
本
部

会
長
増
本
一
彦

－1－
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治安維持法犠牲者
国家賠償要求同盟
編集発行人田中幹共

〒113-0034東京肴
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